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法
政
史
学
　
第
八
十
三
号

六
八

　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
木
村
涼
氏
が
二
〇
一
一
年
三
月
に
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
よ
り
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
取
得
し
た
論
文
『
七
代
目
市
川
團
十

郎
の
社
会
史
的
研
究
』
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
修
整
を
加
え
編
集
し
た
、

著
者
の
最
初
の
論
文
集
で
あ
る
。

　

か
ね
て
よ
り
江
戸
歌
舞
伎
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
著
者
は
、
の
ち
に
「
市

川
家
中
興
の
祖
」
と
讃
え
ら
れ
、
激
動
の
人
生
を
送
っ
た
七
代
目
團
十
郎
（
天

保
三
年
三
月
よ
り
五
代
目
海
老
蔵
）
に
惹
か
れ
て
研
究
に
着
手
し
、
Ⅰ
七
代
目
と
観

客
・
贔
屓
、
Ⅱ
七
代
目
と
成
田
山
新
勝
寺
、
Ⅲ
七
代
目
と
幕
府
の
政
策
と
い

う
観
点
か
ら
、
江
戸
社
会
に
お
け
る
七
代
目
の
存
在
意
義
を
考
察
し
て
、
そ

の
人
物
像
を
浮
き
彫
り
に
し
て
き
た
。（「
あ
と
が
き
」
よ
り
。）

　

日
本
演
劇
と
日
本
近
世
史
と
に
跨
る
著
者
の
研
究
は
、
着
眼
点
の
良
さ
と
、

何
と
言
っ
て
も
歌
舞
伎
に
対
す
る
情
熱
と
に
牽
引
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
徹
底
し
て
江
戸
歌
舞
伎
に
寄
り
添
っ
た
そ
の
姿
勢
は
、

左
に
示
す
全
一
〇
章
の
構
成
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
日
本
近
世
史
研
究

へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

序　

章　

七
代
目
市
川
團
十
郎
の
肖
像

　
　

第
一
章　

歌
舞
伎
・
文
人
と
江
戸
社
会

　
　

第
二
章　

成
田
山
新
勝
寺
と
奉
納
芝
居

　
　

第
三
章　

成
田
山
江
戸
出
開
帳
と
霊
験
記
上
演

　
　

第
四
章　

成
田
山
額
堂
寄
進
と
扁
額
奉
納

　
　

第
五
章　

成
田
山
仁
王
門
再
建
と
勧
進
興
行

　
　

第
六
章　

風
俗
取
締
政
策
と
歌
舞
伎
十
八
番
「
景
清
」

　
　

第
七
章　

成
田
山
蟄
居
と
『
し
も
ふ
さ
身
旅
喰
』

　
　

第
八
章　

五
代
目
海
老
蔵
の
赦
免
と
「
景
清
」

　
　

終　

章　

本
書
の
成
果
と
課
題

　
　

二　

本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
序
章
で
は
、
研
究
史
整
理
と
分
析
視

角
お
よ
び
課
題
の
提
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
を
楽
し
む
こ
と
を
観
客

の
「
心
性
が
求
め
る
遊
び
」
と
捉
え
、
遊
び
と
は
秩
序
を
生
み
出
す
文
化
機

構
と
い
う
観
点
に
立
ち
、「
従
来
の
歌
舞
伎
研
究
に
は
、
こ
う
し
た
新
た
に
出

現
す
る
秩
序
を
明
確
に
す
る
と
い
う
視
点
が
欠
如
し
て
お
り
、
た
だ
歌
舞
伎

を
江
戸
時
代
の
人
々
の
娯
楽
と
し
て
位
置
づ
け
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か

し
、
歌
舞
伎
の
娯
楽
性
と
は
何
か
、
人
々
が
歌
舞
伎
に
何
を
求
め
て
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
代
目
を

取
り
上
げ
る
理
由
を
、
市
川
家
と
江
戸
歌
舞
伎
の
発
展
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ

た
七
代
目
と
、
江
戸
社
会
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
深
い
考
察
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
天
保
改
革
期
に
重
罰
を
受
け
た
七
代
目
と
支

配
権
力
と
の
関
係
も
本
格
的
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
課

木
村　

涼　

著

『
七
代
目
市
川
團
十
郎
の
史
的
研
究
』

	

川
上　

真
理
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六
九

書
評
と
紹
介

題
を
、
上
方
歌
舞
伎
役
者
の
観
客
論
・
贔
屓
の
支
援
形
態
の
研
究
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
江
戸
歌
舞
伎
役
者
の
そ
れ
に
関
す
る
十
分
な
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
し
、
贔
屓
連
を
中
心
に
創
作
し
た
出
版
物
や

刷
り
物
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
文
化
・
文
政
期
に
活
躍
す
る
七
代
目
團
十
郎
を
取
り
巻
く

人
々
の
意
識
・
性
格
と
、
そ
の
贔
屓
連
の
支
援
形
態
を
検
討
し
、
七
代
目
の

人
気
を
式
亭
三
馬
の
『
客
者
評
判
記
』
で
、
贔
屓
の
素
性
を
み
ま
す
連
の
『
團

十
郎
七
世
嫡
孫
』
等
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
五
代
目
か
ら
続
く
團
十
郎
の

贔
屓
は
、
狂
歌
師
と
し
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
活
動
す
る
個
人
が
、
團
十
郎
の
支

援
と
い
う
共
通
目
的
の
下
に
身
分
・
職
業
に
と
ら
わ
れ
な
い
連
を
形
成
し
た

も
の
で
、
こ
の
連
が
実
社
会
と
は
異
な
る
新
た
に
形
成
さ
れ
た
平
等
社
会
の

存
在
に
な
る
と
論
じ
た
。
こ
の
連
を
「
社
会
的
結
合
」
と
し
、
こ
れ
が
江
戸

時
代
の
身
分
制
支
配
秩
序
を
超
越
し
た
自
主
的
・
自
立
的
に
し
て
平
等
な
社

会
集
団
形
成
の
論
理
を
持
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
社
会
集
団
が
歌
舞
伎
の
世

界
を
支
え
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
結
論
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
文
政
二
年
六
月
、
七
代
目
に
よ
る
成
田
山
境
内
興
行
の
開

催
手
続
を
検
討
し
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
成
田
村
を
管
轄
す
る
佐
倉
藩
は
、
歴
代
藩
主
が
帰
依
し
た
成

田
山
で
の
興
行
開
催
を
、
関
東
取
締
出
役
の
規
制
を
か
い
く
ぐ
る
工
夫
を
し

て
実
現
に
結
び
つ
け
た
。
成
田
山
本
尊
不
動
明
王
が
七
代
目
を
は
じ
め
人
び

と
の
精
神
的
拠
り
所
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
七
代
目
・
成
田
山
・
佐
倉
藩
の
社

会
的
横
断
的
な
結
び
つ
き
に
よ
る
協
力
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
成

田
山
と
は
不
動
明
王
を
介
し
て
共
有
の
空
間
が
成
立
す
る
場
で
あ
っ
た
と
結

論
し
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
文
政
四
年
三
月
、
深
川
永
代
寺
で
の
成
田
山
江
戸
出
開
帳

に
合
わ
せ
た
、中
村
座
で
の
七
代
目
「
伊
達

解
脱
絹
川
」
上
演
を
検
討
し
た
。

こ
れ
は
、
成
田
山
不
動
明
王
の
霊
験
記
を
出
所
と
し
た
も
の
で
、
出
開
帳
の

成
功
は
、
風
邪
が
大
流
行
す
る
江
戸
の
人
び
と
が
不
動
明
王
の
病
調
伏
の
霊

験
を
求
め
た
こ
と
に
よ
る
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
霊
験
譚
が
七
代
目
と

成
田
山
と
の
結
び
つ
き
を
人
び
と
に
強
く
意
識
さ
せ
、
七
代
目
に
よ
っ
て
成

田
山
と
江
戸
社
会
と
の
結
び
つ
き
も
強
固
に
な
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

　

第
四
章
で
は
、
先
の
出
開
帳
中
の
文
政
四
年
五
月
、
七
代
目
の
寄
進
に
よ

る
額
堂
建
立
が
市
川
家
永
続
を
願
う
成
田
山
不
動
明
王
へ
の
信
心
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
た
う
え
で
、
同
時
に
奉
納
さ
れ
た
七
代
目
贔
屓
の
狂
歌
連

五
側
の
扁
額
の
構
成
員
を
分
析
し
、
五
側
は
居
住
地
を
同
じ
く
す
る
人
が
多

く
、
身
分
・
職
業
は
異
な
る
も
商
人
が
多
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
一
部

は
み
ま
す
連
と
も
重
複
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
成
田
山
額
堂
を

團
十
郎
の
信
心
と
、
團
十
郎
・
み
ま
す
連
・
五
側
の
水
平
的
・
社
会
的
結
合

の
体
現
と
位
置
づ
け
た
。

　

第
五
章
で
は
、
文
政
七
年
七
月
、
七
代
目
の
二
度
目
の
成
田
山
境
内
興
行

に
つ
い
て
、一
度
目
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
一
度
目
同
様
の「
成

田
屋
七
左
衛
門
」
が
、「
土
佐
踊
」「
土
佐
狂
言
」
を
開
催
す
る
こ
と
で
藩
か

ら
許
可
さ
れ
た
も
の
で
、
成
田
山
が
依
頼
し
た
仁
王
門
再
建
助
成
の
た
め
の

勧
進
興
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
江
戸
役
者
を
出
演
さ
せ
て
歌
舞

伎
狂
言
が
興
行
さ
れ
て
お
り
、
佐
倉
藩
・
成
田
山
・
團
十
郎
の
社
会
的
横
断

的
な
結
び
つ
き
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
と
論
じ
た
。

　

第
六
章
で
は
、
天
保
十
二
年
の
江
戸
歌
舞
伎
猿
若
町
移
転
と
、
翌
年
の
五

代
目
海
老
蔵
（
七
代
目
團
十
郎
）
江
戸
十
里
四
方
追
放
に
つ
い
て
、
検
挙
時
に
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法
政
史
学
　
第
八
十
三
号

七
〇

上
演
さ
れ
て
い
た
歌
舞
伎
十
八
番
「
景
清
」
の
演
出
を
社
会
状
況
と
関
連
さ

せ
て
解
釈
し
た
。
海
老
蔵
扮
す
る
平
景
清
は
牢
の
中
で
源
頼
朝
の
過
酷
な
責

め
を
受
け
、
つ
い
に
牢
を
破
っ
て
大
暴
れ
す
る
。
初
代
歌
川
国
貞
の
錦
絵
に

も
描
か
れ
た
こ
の
場
面
は
、
幕
府
の
厳
し
い
改
革
に
対
す
る
社
会
の
不
満
を

擬
似
的
に
打
ち
破
る
効
果
を
も
っ
て
人
び
と
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
論
じ
た
。

一
方
で
、
海
老
蔵
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
家
主
や
質
屋
、
芝
居
道
具
を
調
達
す

る
古
道
具
屋
ま
で
も
が
処
罰
の
対
象
と
な
り
、
海
老
蔵
の
日
常
生
活
・
芝
居

双
方
の
関
係
者
が
連
座
と
な
っ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
人
び
と
の
政
治

に
対
す
る
不
満
を
発
散
さ
せ
る
海
老
蔵
の
芝
居
空
間
は
、
身
分
・
職
業
を
超

越
し
た
社
会
的
結
合
に
よ
っ
て
、
身
分
制
支
配
秩
序
と
は
異
質
の
社
会
秩
序

を
新
た
に
構
築
し
た
と
結
論
し
た
。

　

第
七
章
で
は
、
追
放
を
申
し
渡
さ
れ
た
海
老
蔵
の
成
田
山
で
の
約
一
年
に

わ
た
る
蟄
居
生
活
に
つ
い
て
、
そ
の
手
記
を
も
と
に
検
討
し
、
和
歌
や
俳
諧

に
み
ら
れ
る
芝
居
に
対
す
る
思
い
や
、
高
野
山
参
詣
や
伊
勢
古
市
芝
居
へ
の

出
演
と
い
う
、
役
者
の
多
様
な
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
八
章
で
は
、
嘉
永
二
・
三
年
、
海
老
蔵
の
赦
免
と
江
戸
復
帰
に
つ
い
て
、

復
帰
芝
居
の
演
出
と
社
会
状
況
に
注
目
し
、
追
放
時
と
同
役
の
平
景
清
の
性

格
・
演
出
形
態
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
。
天
岩
戸
神
話
に
取
材
し
、
景
清

を
天
照
大
神
に
見
立
て
た
芝
居
は
、
す
で
に
三
代
目
歌
川
豊
国
が
錦
絵
に
描

き
、
こ
れ
を
受
け
て
二
代
目
河
竹
新
七
が
歌
舞
伎
狂
言
に
創
作
し
た
。
海
老

蔵
の
江
戸
芝
居
へ
の
復
帰
を
暗
示
す
る
場
面
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
最

高
潮
に
達
し
た
芝
居
空
間
は
、
海
老
蔵
の
捕
縛
と
い
う
幕
府
の
公
権
を
も
っ

て
し
て
も
人
々
の
心
を
海
老
蔵
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
論

じ
た
。
観
客
の
集
合
心
性
に
か
な
う
演
出
を
す
る
こ
と
は
、
観
客
・
海
老
蔵
・

浮
世
絵
師
・
狂
言
作
者
な
ど
の
社
会
的
横
断
的
結
合
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る

身
分
制
支
配
秩
序
を
超
越
し
た
新
た
な
社
会
秩
序
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
歌
舞
伎
の
意
義
は
集
合
心
性
に
よ
る
新
た
な
社
会
秩
序

の
形
成
に
芝
居
内
容
と
役
者
と
観
客
を
つ
な
ぐ
点
に
あ
る
と
論
じ
た
。

　

終
章
で
は
次
の
よ
う
に
成
果
と
課
題
を
述
べ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
従
来

の
作
品
・
芸
態
論
、
芸
能
興
行
史
、
制
度
史
・
政
策
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

七
代
目
を
観
客
や
贔
屓
を
軸
と
す
る
江
戸
社
会
の
人
々
と
の
接
点
の
中
で
位

置
づ
け
る
独
自
の
方
法
を
開
拓
し
、
七
代
目
と
江
戸
社
会
と
の
関
係
が
幕
府

の
身
分
制
支
配
秩
序
に
規
定
さ
れ
な
い
新
た
に
構
築
さ
れ
た
社
会
秩
序
を
創

出
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
七
代
目
市
川
團
十
郎
に
関
す
る
本
格
的
研
究
の
最

初
の
成
果
を
提
示
で
き
た
と
し
、
さ
ら
に
地
方
興
行
を
検
討
す
る
こ
と
で
七

代
目
の
歌
舞
伎
興
行
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

　
　

三　

本
書
の
特
色
と
意
義

　

本
書
は
、
身
分
・
職
業
に
よ
っ
て
分
節
化
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
社
会
の
中
で
、

歌
舞
伎
に
関
わ
る
人
を
、
場
に
着
目
し
て
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
新
た
な
社
会

像
と
し
て
提
示
す
る
研
究
で
あ
る
。「
心
性
」「
社
会
的
結
合
」、
演
劇
装
置
の

解
釈
と
い
っ
た
、
従
来
の
日
本
近
世
史
研
究
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
馴
染

み
の
薄
い
課
題
に
あ
え
て
取
り
組
ん
だ
意
欲
作
で
あ
る
。
評
者
は
次
の
二
点

に
注
目
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
歌
舞
伎
を
支
え
る
人
び
と
―
観
客
と
く
に
連
、
制
作
者
、
錦
絵
作

者
―
へ
の
注
目
で
あ
る
。
舞
台
演
出
に
観
客
の
願
望
を
読
み
解
き
、
そ
れ
を

増
幅
さ
せ
る
錦
絵
を
併
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
歌
舞
伎
・
錦
絵
の
風
刺
性
・

メ
デ
ィ
ア
性
が
際
立
ち
、
消
費
者
の
欲
望
と
創
作
活
動
と
の
双
方
向
性
―
文
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七
一

書
評
と
紹
介

化
空
間
／
文
化
の
消
費
―
の
仕
組
み
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
連
の
分
析
は
構
成
員
の
身
分
的
・
職
業
的
多
様
性
を
明
ら
か
に
し

た
。
か
つ
て
田
中
優
子
氏
が
天
明
期
の
俳
諧
連
・
狂
歌
連
に
つ
い
て
、
本
書

に
も
登
場
す
る
み
ま
す
連
を
例
に
論
じ
た
と
き
に
は
、
構
成
員
は
必
然
的
に

地
縁
を
基
盤
と
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
（
同
『
江
戸
の
想
像
力
』
筑
摩
書
房
、

一
九
八
六
年
）、
本
書
で
は
構
成
員
が
役
者
・
武
士
・
町
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、五
側
の
一
部
が
み
ま
す
連
の
一
部
を
も
成
し
て
お
り
、

連
の
構
成
員
が
重
複
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
狂
歌
師
と
い
う
立
場

で
変
名
に
よ
っ
て
身
分
制
度
の
枠
組
み
を
外
れ
て
、
複
数
の
連
に
所
属
す
る
、

個
人
の
多
面
的
な
活
動
を
捉
え
て
い
る
。

　

次
に
、
時
代
と
社
会
が
俯
瞰
で
き
る
人
物
史
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

七
代
目
團
十
郎
も
歴
史
上
の
著
名
人
で
は
あ
る
が
、
政
治
権
力
の
側
に
な
い

個
人
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
・
場
の
歴
史
を
政
策
と
関
連
づ
け

て
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
個
人
史
か
ら
全
体
史
を
描
く
社
会
史
の
試
み
で
あ

る
。
一
方
で
、
七
代
目
を
、
彼
を
め
ぐ
る
関
係
か
ら
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
に
沿
っ
て
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
た
論
考
は
、
彼

の
一
代
記
の
体
を
成
し
て
い
る
。
七
代
目
に
肉
迫
し
、
む
し
ろ
そ
の
眼
を
通

し
て
江
戸
時
代
の
社
会
や
国
家
を
描
い
て
も
面
白
か
っ
た
と
思
う
。

　
　

四　

若
干
の
疑
問

　

本
書
に
対
し
て
は
評
者
も
共
感
す
る
部
分
が
多
い
。
だ
が
、
こ
う
い
っ
た

研
究
の
進
展
に
幾
ば
く
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い
、
あ
え
て
三
つ

の
疑
問
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
「
心
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
第
六
・
八
章
で
は
、
芝
居
演
出

を
解
釈
し
、
そ
こ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
が
集
合
心
性
に
浸

透
し
て
い
く
、
も
し
く
は
集
合
心
性
が
呼
応
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
著
者

は
あ
え
て
「
心
性
」
を
定
義
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
心
性
を
検

討
す
る
」
と
い
う
に
は
や
は
り
、
こ
れ
を
定
義
し
、
そ
れ
が
何
に
表
象
さ
れ

た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
行
為
に
結
実
し
た
の
か
を
、
人
び
と
の
主

体
性
に
基
づ
い
て
導
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
も
、

海
老
蔵
の
事
件
の
よ
う
な
事
例
で
な
く
と
も
演
目
に
心
性
を
解
釈
す
る
こ
と

が
可
能
か
と
い
う
観
点
で
、
事
例
が
収
集
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

次
に
「
社
会
的
結
合
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
「
團
十
郎
と
連
と
の

水
平
的
・
社
会
的
結
合
」「
身
分
・
職
業
に
と
ら
わ
れ
な
い
狂
歌
師
と
い
う
社

会
的
結
合
」「
團
十
郎
・
み
ま
す
連
・
五
側
の
水
平
的
・
社
会
的
結
合
」「
身
分
・

職
業
を
超
え
た
社
会
的
横
断
的
結
合
」「
観
客
、
海
老
蔵
、
浮
世
絵
師
、
狂
言

作
者
な
ど
の
社
会
的
横
断
的
結
合
」
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
身
分
・
職
業
に
関
わ
ら
ず
芝
居
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
関

係
を
指
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
に
つ
い
て
著
者
は
、
成
田
龍

一
氏
が
「
表
象
と
し
て
の
『
社
会
的
結
合
』」
の
項
で
「
時
々
の
状
況
の
中
で

関
係
的
に
選
び
取
ら
れ
た
上
で
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
結
合
」
と
述
べ
た
箇
所
（
二

宮
宏
之
編
『
結
び
あ
う
か
た
ち
―
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
の
射
程
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

を
参
照
し
、
水
平
的
結
合
を
強
調
し
た
。
浅
学
を
恥
じ
ず
に
述
べ
れ
ば
、
こ

の
文
言
に
は
、
歴
史
を
叙
述
す
る
我
わ
れ
が
選
び
取
っ
た
表
象
と
い
う
意
味

も
含
ま
れ
て
は
い
ま
い
か
。
本
来
注
目
さ
れ
た
の
は
、
自
己
同
一
性
に
関
わ
っ

て
日
常
に
生
じ
る
関
係
で
あ
り
、
統
合
と
排
除
の
作
用
を
持
つ
集
団
関
係
を

考
察
す
る
概
念
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。「
日
常
性
」
に
注
目
す

れ
ば
、
狂
歌
師
の
連
が
前
提
と
し
た
筆
名
と
い
う
「
変
身
」
も
、
海
老
蔵
の
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法
政
史
学
　
第
八
十
三
号

七
二

江
戸
帰
還
を
暗
喩
し
た
芝
居
の
「
見
立
て
」
へ
の
共
感
も
、
芝
居
の
非
日
常

空
間
で
こ
そ
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
は
、
役
者
・
制

作
陣
・
個
々
の
観
客
が
集
団
存
立
の
条
件
を
共
有
し
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る

の
か
、
ま
た
社
会
的
存
在
と
捉
え
る
な
ら
ば
そ
の
結
び
つ
き
は
芝
居
空
間
を

離
れ
て
も
継
続
し
た
の
か
、
そ
し
て
秩
序
と
い
う
ほ
ど
に
成
熟
し
た
も
の
な

の
か
疑
問
を
持
っ
た
。

　

最
後
に
、
追
放
さ
れ
た
五
代
目
海
老
蔵
が
、
八
代
目
團
十
郎
の
孝
子
表
彰

に
か
こ
つ
け
て
赦
免
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
、
海
老
蔵
の

復
帰
を
喜
ぶ
劇
場
の
一
体
感
を
、
海
老
蔵
捕
縛
と
い
う
幕
府
公
権
を
も
っ
て

し
て
も
観
客
の
心
を
海
老
蔵
か
ら
離
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左

と
し
て
示
し
た
。
し
か
し
別
の
見
方
か
ら
は
、
追
放
に
至
る
海
老
蔵
の
所
業

と
人
び
と
の
反
応
は
、
幕
藩
制
秩
序
の
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
の
海
老
蔵

を
よ
り
際
立
た
せ
て
お
り
、
幕
府
が
再
び
周
辺
的
存
在
を
取
り
込
ん
で
秩
序

維
持
を
図
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
と
き
海
老

蔵
は
反
秩
序
の
象
徴
と
な
る
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
、
一
方
人
び
と

は
幕
府
と
海
老
蔵
と
の
応
酬
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
行
動
し
た
の
か
。「
社
会
的

結
合
」
は
、
歴
史
叙
述
の
後
景
に
押
し
や
ら
れ
が
ち
の
日
常
性
に
注
目
す
る

概
念
で
も
あ
る
か
ら
（
前
出
、
二
宮
宏
之
編
著
）、
劇
場
を
契
機
に
結
び
つ
い
た
人

び
と
の
実
社
会
で
の
振
る
舞
い
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
著
者
の
主
張
が
よ
り

強
固
な
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
評
者
の
浅
慮
や
偏
見
、
理
解
不
足
の
点
は
、
平
に
海
容
を
乞
う
次

第
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
が
目
指
し
た
、
江
戸
歌
舞
伎
を
社
会
の
動
き
と

と
も
に
捉
え
る
試
み
は
、
受
容
者
と
い
う
視
点
を
得
た
こ
と
で
十
分
に
そ
の

目
的
を
達
成
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
学
際
的
な
史
料
の
活
用
と
史
料

の
空
白
を
埋
め
る
解
釈
は
、
新
し
い
社
会
史
の
試
み
と
し
て
一
石
を
投
じ
て

い
る
。
史
料
を
博
捜
し
、
個
々
の
実
証
は
丁
寧
に
成
さ
れ
、
し
か
も
い
ず
れ

の
事
実
も
興
味
深
い
。
ま
た
図
版
も
多
く
掲
載
さ
れ
、
巻
末
に
は
「
市
川
團

十
郎
家
系
図
」「
七
代
目
市
川
團
十
郎
略
年
表
」
を
付
し
、
七
代
目
團
十
郎
の

年
代
記
と
し
て
も
読
む
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
様
々
な
人
に
読
む
こ
と
を
薦

め
た
い
一
書
で
あ
る
。

（
二
〇
一
四
年
二
月
刊　

Ａ
５
判　

二
五
〇
頁　

吉
川
弘
文
館　

七
〇
〇
〇
円

＋
税
）
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